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フランスの地域競争力政策と食料・農業クラスター

国際領域　主任研究官　井上荘太朗

１．フランスの地域競争力政策としてのク
ラスター政策

　EUは2000年に，知識に基づいた競争力ある経済
の構築を目標とする「リスボン戦略」を発表し，
産業政策におけるイノベーション促進の重視を明
確に打ち出しました。その後，2010年に発表され
た「EU2010―賢明で持続的で包摂的な成長」及び，

「国際化時代に統合化された産業政策」（いずれも
ヨーロッパ委員会コミュニケ）も，イノベーション
を重視し，さらに企業クラスターとネットワークの
促進を重要な政策として示しています。農業分野で
も，この「EU2010」で示された方向にしたがって，
農政改革を進めていくことが求められており，2014
年からのEUの新たな共通農業政策では，「知識移転
とイノベーションの促進」を優先事項の一つにあげ
ています。
　こうした中で，フランスでは，地域競争力政策と
して，競争力クラスター，農村優良クラスター，企
業クラスターの三つのクラ
スター政策が実施され，食
料・農業に関連した分野の
クラスターも形成されてい
ます（競争力クラスターは
現在も継続中）。
　 競 争 力 ク ラ ス タ ー は，
2004年に当時のシラク政権
の地域計画開発省庁間委
員会（CIADT）のもとで
開始された新しい産業政策
です。この政策はイノベー
ションをはじめ，国家の競
争力を高める要素を束ねて
強化することを目的とし
て，同一地域の企業，高等
教育機関，公的ないし民間
の研究機関の集積を，競争
力クラスターとして組織化
するものです。そして各競
争力クラスターが，研究開
発とイノベーションのため
の経済振興プロジェクトを

参加企業や大学・研究機関等と共同で実施していま
す。
　この政策による支援の内容は，主に，競争力クラ
スターの参加メンバーが共同で行う研究開発プロ
ジェクトに対する補助金です。そして企業等がR＆
Dの公的資金を得ようとする場合には，必ず競争力
クラスターを通して，申請する仕組みになっていま
す。
　2006年から実施に移され，現在は第３期（2013年
～2018年）に入っており，71のクラスターが指定さ
れています。競争力クラスターは，各省庁及び省庁
間ワーキンググループ，地方公共団体，科学技術
庁，中小企業支援機構等から，評価や補助金を通
じて，事業の内容，戦略の方向性を制御されます

（図）。
　一方，全国の農村部には多くの農村優良クラス
ターが指定されています。この制度は，農林業生
産，自然潜在力，技術に関する知識，文化遺産，余
暇利用など幅広い分野を対象としています。そして

図　フランスの競争力クラスター制度の組織と運営
資料：Etude portant sur lʼ évaluation des pôles de compétitivité Rapport global, Erdyn, 2012, 

Figure 4 に基づいて作成．
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生産，販売，観光など様々な活動のための調整機能
を果たすことで，地域経済を振興し，雇用を維持
し，さらには住民の生活面でのニーズにも応えるこ
とを目指しています。
　三番目のクラスター政策である企業クラスター
は，小規模な自営業者や中小企業による地域に根づ
いた活動を対象にした産業支援政策です。競争力ク
ラスターと違い，企業クラスターの指定を受けるの
に，研究機関や大学の参加は必要ではありません。
また活動地域は，農村に限定されていません。つま
り，同じ地域競争力政策ではありますが，企業クラ
スターは，他の二つのクラスター政策とは異なり，
企業活動そのものを対象にした政策なのです。した
がって三つのクラスター政策は，補完性を持ってい
るといえます。競争力クラスターは都市地域で行わ
れ，農村優良クラスターは農村部で活動するもので
す。また競争力クラスターが，産業システムでいえ
ば川上に当たる研究・開発分野を振興するものであ
るのに対し，企業クラスターは，研究開発活動に限
定されず，より川下部分の企業活動を支援していま
す。

２．食料・農業に関連した二つのクラス
ターの事例　研究開発型のVITAGORA
と地域埋め込み型のPASS

　ここでは性格の異なった二つの事例を通じて，競
争力クラスター政策の実態を紹介します。
　 ブ ル ゴ ー ニ ュ 地 域 圏 デ ィ ジ ョ ン 市 に あ る
VITAGORAは「食の喜び」と「健康」の両面に配
慮した加工食品を開発する研究拠点として，ヨー
ロッパで主導的な地位を築くことを目標とした，食
品分野の競争力クラスターです。現在173の企業・
機関でネットワークが構築され（2012年），そのう
ち19社が大企業です。食育，食品開発，食品加工技
術，食品原材料農産物という四つの柱にしたがって
研究プロジェクトが行われています。
　VITAGORAの活動は，企業と研究機関のマッ
チングが中心になっており，各プロジェクトは参
加企業によるオープン・イノベーションの実践過
程とみることができます。例えば，T-falブラン
ドの調理器具で知られるグループセブ社は，この
VITAGORAをプラットフォームにして，大学，国
立研究機関，中小企業等と連携し，フランスでは
歴史の浅い，米の調理器具の開発プロジェクト
NUTRICEを進めています。
　さらにVITAGORAは，食品産業分野の他の競争
力クラスターと連携して，フレンチ・フード・クラ
スターF2Cという組織を作っています。このF2Cは，
日本の九州地域バイオクラスター推進協議会とも覚
書を締結するなど，国際的連携を強化しています。

　このように研究開発活動を充実させて，産業競争
力の強化を図るのが，競争力クラスター制度です。
ただし研究開発型のクラスターは，VITAGORAの
ように食品産業を対象としていても，地元農業との
関係が弱い傾向があります。一方，地域固有の資源
と当該産業の競争力が結合している場合には，たと
え研究開発の成果が劣っていても，クラスターと地
場産業との結合に大きな意義があります。以下で
はそうしたクラスターの例としてPASSを紹介しま
す。
　南仏のプロバンス・アルプス・コートダジュール

（PACA）地域圏にある競争力クラスターPASSは，
香水・香料産業の競争力クラスターで，126の企業，
研究機関等から構成されています（2012年）。その
うち大企業は４社にとどまっており，中小企業の割
合の多いことが特徴の一つです。PACA地域圏は昔
から花卉と薬用作物の生産で知られており，特にラ
ベンダーやバラの精油等で高いシェアを持っていま
す。またラベンダー畑が広がる美しいプロバンスの
風景などは，化粧品や香料を生産販売する企業の製
品に良好なイメージを与える重要な資源になってい
ます。
　地域の農業と伝統産業が結合して成立したPASS
ですが，競争力クラスターとしての評価を見ると，
研究開発のパフォーマンスは高くありません。社会
学的な研究によると，イノベーションの促進には，
強すぎず弱すぎない「適度な」近接性が求められま
す。PASSでは，香水・香料の原料生産から加工，
そして最終消費財の生産へと続く長い商品供給シス
テム活動の多くが，PACA地域圏の社会経済と風土
に結合しています。そのために各企業間の近接性が
強くなりすぎてしまい，クラスター活動と研究開発
の促進がうまく結びついていないのかもしれませ
ん。しかし，農業生産のように移動の困難な分野を
抱えるクラスターの成果を見る上では，地域空間と
の結合は重要な要素です。PASSは，地域埋め込み
型クラスターという類型として，その存在意義を評
価されることが可能と考えられます。
　またPASSは，農村優良クラスターの指定を受け
た地元の組織と連携して，香水・香料産業のための
教育訓練プログラムを実施しています。性格の異な
るクラスター政策が連携して地元産業の競争力強化
に貢献していることは注目されるところです。

（行政対応特別研究『６次産業化に関する研究（類
似政策チーム）』）

（※）この成果は農林水産政策研究所研究成果報告会（平成26年
３月25日開催）で報告しました。報告会の資料は下記の農林
水産政策研究所ホームページでご覧になれます。

　http://www.maff.go.jp/primaff/meeting/kaisai/index.html 
　また，この研究には，科学研究費助成事業（研究課題番号：

23380135 代表　後藤一寿）による成果の一部も入っています。
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 14



		不合格: 15







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト
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